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実習に学ぶ「支援」の技法に関する一考察
1．はじめに
2008 年の保育所保育指針の改定を受けて保育
士養成カリキュラムは大きく改定された。
そのカリキュラムの改定に伴い、2011 年度よ
り新設された科目の一つに「保育相談支援」が
ある。また、「社会福祉援助技術」は「相談援助」
と名称が変更された。保育所保育指針は、保育
士の道しるべともいうものである。そして、ど
の時代にもそこには社会の状況が反映される。
歴史的な流れを見てみると保育園の始まり
は、東京麹町に 1899 年に建てられた二葉幼稚園
（1911 年、二葉保育園と改称）である。どのよう
な環境にあっても子供たちは等しく教育を受け
ることが必要だという考えから創設されたので
ある。保育園の始まりはいつからかというと、諸
説あるところではあるが、二葉保育園が先駆的
役割を果たしてきたことは間違いない。保育は
そのころから数えると 115 年の歴史を持つ。明
治・大正・昭和・平成という時代の流れの中で、
ニーズも対象とする児童の家庭の状況も大きく
変わってきた。二葉保育園ができた時代は、母
親が外で働かなければならないというのは貧し
い家を表し、教育を受けられずにいる子供たち
のために始った保育園も、今では母親が仕事を
持つことはあたり前の社会になり、母親が働く
ということが貧しさを連想させることは全くな
い。制度も措置からサービスへと移行している。
「保育に欠ける」という現状は変わらないが、子
供や家庭を取り巻く環境は大きく変化してい
る。女性も男性と同じようにキャリアを積み、自
己実現ができるようになってきたとともにスト
レスをかかえている。男性にも育児休暇は与え
られているが、実際、それを生かせる立場の人
はまだ少ないというのが現状ではないか。その
ようなストレスの多い、また多様な生き方から
生まれる、多様な問題に疲弊するのが現代の一
つの側面といえる。そのような環境で実の両親
による虐待は年々増加している。
どの時代も子どもは、守られる存在であり、一
人では生きていくことができないのである。ま
た、自分の考えを持ち、権利を守られる存在で
もあることを忘れてはならない。幼い日の体験
を通して、子供は、大人への信頼感や、自尊の
感情が芽生えるのである。そのことを考えると
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今も昔も家庭の保育と連携して、保育士が果た
す役割は大きい。保育をする上で指針となるの
が保育所保育指針である。
平成22年の厚労省における保育士養成等の検
討委員会の中間まとめでは保育指針改定の経緯
について次のように述べられている。
「新たな保育指針は、保育所の役割や機能を明
確にし、保育所が地域における保育の専門機関
として社会的責任を果たすことを求めている。
また、子どもの保育と保護者支援を担う保育士
の専門性の向上、養護と教育を一体的に行う保
育の特性、保育課程の編成や自己評価による保
育の改善等の視点を踏まえ、保育所における保
育の質の向上をめざし改定されているものであ
る。」（保育士養成等の検討委員会中間まとめ）
2008 年の保育所保育指針では第 6章に保護者
への支援という項目が章として設けられた。ま
た、保育所保育指針改定の要点の一つに「保育
所の役割の明確化」を挙げ、保育所の役割を保
育指針に位置づけた。その一つは、養護と教育
を一体的に行うことを特性とした保育を総合的
に実施することであり、もう一つは、入所児童
の保護者及び、地域における子育て家庭への支
援である。
保育所保育指針の中で、保護者支援が業務と
明記されているように、上記の改定の経緯にお
いても保育所の業務は「保育」と「保護者支援」
という両輪で行われることを掲げている。もち
ろん今までも、保護者支援は行われてきたが、業
務となることに、現代の子育てや家庭の養育に
関する課題が見えてくる。
支援の大切さは理解できても、そのことを実
際に学生がイメージできるようにすることので
きる教授法はなかなか見つからない。保育指針
の改正やカリキュラムの改正を見ても分かるよ
うに支援は今後、さらに必要になる。その背景
には、前述したように現代の多様なニーズ、虐
待の増加、核家族や少子化により子供の育て方
が分からないなどの家庭の養育力の低下があげ
られる。そのことから、保育士の専門性がさら
に求められるようになった。ここで考察する「支
援」の技法とは科目名では「相談援助」及び「保
育相談支援」にあたる。
学生が卒業して、保護者や地域の子育て中の
方々に心から寄り添って悩みを聞くことができ
るようにするには、どのような教授法が望まし
いのか。プライバシーの観点から、学生が実際
に支援の場を経験することは難しい。卒業生か
ら「保育士になって実際に保護者の方とかかわ
り、理解することができました」という言葉を
聞くが、その少しの部分でも何かの形で学生の
間に経験できないかと思い、実習を通して学ぶ
あり方を考えた。過去に福祉教育の実践（京都
文教短期大学研究紀要 2001 ～ 2006）において実
習が学生の障害者観の変化に大きく影響すると
いう結果を得た。そこで今回も実習という実践
の場で支援、特に実習にも役立ち、支援の要に
もなるコミュニケーションの方法についての授
業を実習の直前に 2週にわたり、記録の書き方
とともに行った。
2．研究の方法
対象：相談援助の授業を受けている 2回生全員
を対象とした。
方法：実習に行く2週間前からコミュニケーショ
ンとエピソード記録の書き方を授業で行う。
実習終了後の最初の授業で振り返りを行う。
分析：試行的に結果を見るため、分析はその中
から無作為に抽出した 150 名とした。
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3．コミュニケーションについての授業内容
コミュニケーションの授業内容としては、実
習にも生かせるように次の 5点に絞って授業を
行った。
・言語的コミュニケーション（Verbal 
communication）
言葉を通して行われるコミュニケーションの
方法である。一般的にコミュニケーションと聞
いて連想されるものである。
ここでの留意点は、言葉によって想起するも
のは人それぞれであり、そのことが感情の行き
違いを生むことがあるということである。たと
えば「ふるさと」とときいて思い出すものといっ
て学生に質問すると、「山」「川」「田舎」「おば
あちゃん」と多様な答えが出た。そのことから
言葉一つでも、支援を行うときは、相手が自分
と同じ考えでその言葉を使っているとは限らな
いし、立場によって感じ方が違うということを
理解しておかなければならない。
・非言語的コミュニケーション（Nonverbal 
communication）
最も日常でよく使っているコミュニケーショ
ンの方法であるが、それをコミュニケーション
技法だと意識していないことが多い。
動作、態度、視線、表情、準言語としての声
のトーンなどがあげられる。特に表情は相手に
与える印象が大きい。また、面接していて時計
を見たりすると相手を急がせてしまうので注意
が必要である。また、手を組むときは後ろで組
むと不遜な態度に見えたりなど、日頃何気なく
使っているコミュニケーション技法である。ま
た、言葉では肯定していても表情で否定してし
まうこともあるので、その点に気をつけなけれ
ば信頼関係が壊れていくこともある。
・閉じられた質問（closed question）
質問に対して「はい」「いいえ」でえられる質
問の形である。相手の緊張をほぐしたり、答え
を端的に知りたいときに有効である。
・開かれた質問（open question）
質問に対して自分の思いなど文章で返す質問
の形である。相手の思いを引き出したい、詳し
く知りたいと思ったときに有効である。
・Yes、But 法
相手の意見と少し違ったときに自分の意見を
柔らかく伝える時に有効である。まず、相手の
思いを受け止めて、自分の意見を伝える方法で
ある。
以上 5点について実習とつなげながら授業を
行った。また、コミュニケーションに意識を向
けるため保育者と園児、保育者と保護者の関わ
りを見て心に残ったものを書くように課題を課
した。あくまでもコミュニケーションを実践の
中でどう学ぶかということに主眼があるので課
題については、今回は分析していない。
4．振り返りの結果
次に、実習を終えた学生の振り返りを分析し
ていく。質問紙では実習の内容なども触れたが
ここでは、実習前にコミュニケ－ションについ
て学び、実習という体験を通してどのように理
解したかという点と、学んだことによって自分
のコミュニケーションに変化が見られたかとい
うことを見たいので次の質問において分析をし
てみた。
問7．コミュニケーションをどのようなものだ
と考えますか。
問 9．実習前にコミュニケーションを学び、コ
ミュニケーションに変化は見られましたか。
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という 2点に絞って分析してみた。
問7．コミュニケーションをどのようなものだ
と考えますか。
ここではコミュニケーションへの理解を見
た。質的分析により次の 6つに分類された。
信頼関係を築く　　　　　13
相手の思いに気づく　　　10
非言語による重要性　　　31
他者を理解する　　　　　17
思いを伝える　　　　　　33
人間関係を深める　　　　53
　
複数回答であるので、どれが多いかという傾
向を見るにとどまるが、実習場面を思い出しな
がら回答することが多く見られた。その中でも、
「人間関係を深める」が一番多く、次いで「思い
を伝える」、「非言語による重要性」の順である。
この回答を見て、特に実習という場面が他者
との関わりなしでやっていくことができないこ
ともあり、またなれない場面であるということ
からコミュニケーションの必要性と人間関係を
深めることの重要性に気づいたのではないか。
特に非言語の重要性の気づきは、次の問 9で
見る学びによる変化にも大きくあらわれてい
た。
問 9．実習前にコミュニケーションを学び、コ
ミュニケーションに変化は見られましたか。
ここでは学びによる変化の有無とどのような
変化が見られたかという質的分析をした。
ここでは、まず学びによるコミュニケーショ
ンの変化があったかを見ると、「はい」が 123 名
で 82％、「いいえ」が 19 人で 12.7％、「無回答」
8人で、5.3％である。
「いいえ」の回答に多く見られたのは、「自分
では変化できていないけれど、今後、意識して
いきたい」という回答や「実習でいっぱい、いっ
ぱいで考えられなかった」というものがある。前
者は「変化できていない」という気づきがある
ことが重要だと感じた。
「はい」と答えた変化の内容を見ていく。内容
ごとに分けていくと 9つに分類された。
・非言語的コミュニケーションへの気づき（26）
①　 非言語的コミュニケーションを意識して
使うようになった。
②　 非言語的コミュニケーションを知り関り
方が変わった。
・技法を使うことでコミュニケーションがス
ムーズにいった。（21）
①　 いろいろな方法を知り、気持ちを引きだ
したり緊張をほぐせるようになった
図 1．コミュニケーションへの理解
図 2．学びによるコミュニケーションの変化
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②　 閉じられた質問と開かれた質問を使い分
け子供の気落ちを引き出せた
・相手のことを考えながら関われるようになっ
た。（17）
①　 相手の気持ちを考えて声かけができるよ
うになった。
②　 相手の気持ちを考えて話すようになっ
た。
相手の表情や態度からどんなことを考えてい
るかを考えるようになった。
・場面に応じ使い分けられるようになった。（16）
①　 場面に応じて相手に対する問いかけかた
が変化した。
②　 場面や相手の気持ちを考えて使いわけら
れるようになった。
・相手の思いを聞こうとするようになった（11）
①　 子どもの話を一人一人聞き、丁寧に対応
ができた。
②　 相手に耳を傾け、自分の思っていること
を話す。
・自然に使っていることがわかった。（6）
①　 日常意識せずに技法を使っていることを
知った。
②　 実習中は意識できなかったが、振り返り
で技法を使っていたと気付いた。
・積極的に関われるようになった。（6）
①　 積極的にコミュニケーションをとるよう
になった。
②　 自分から積極的に話し、相手のタイミグ
を計れるようになった
③　 自分からコミュニケーションを取りに行
くよう心掛けた
・自分の発する言葉や態度が相手にどう受け止
められるか考えるようになった。（5）
①　 自分の言葉が相手にどう受け止められる
か考えるようになった。
②　 相手の受け止め方を考えるようになっ
た。
・話しかけることだけがコミュニケーションで
はないと感じた。（3）
①　 話しかけることだけがコミュニケーショ
ンでないと知った。
②　 話すだけがコミュニケーションではない
とわかった。
以上、見てきたように場面において使い分け
られたり、自分の思いだけでなく、相手のこと
を考えたり、自分の言葉がどう受け止められる
かを考えるようになったことは「支援」を考え
る上でも重要なことである。また、少なかった
が、自然に使っているというのが大切であると
思う。技法は大切であるが、それだけに走って
はいけない。学生の回答に「技法を基にして、あ
まり考えすぎず関わっていった」というものが
あった。技法は分析結果からも積極的に関わっ
ていける自信につながることがわかった。その
上で、考えなくても自然に、相手に寄り添える
援助ができればと思う。
5．まとめ
実習を通して、実践に対してイメージしにく
い「支援」をコミュニケーションを中心にどこ
まで学生が実践に近づけるかを試行してみた。
実習というモチベーションと園児や保育者と
いうコミュニケーションを必要とする場面にお
－ 114 －
京都文教短期大学　研究紀要　第 53 集
いて、大きな意味があったといえる。
今後は幼稚園実習、保育園実習と回を重ねて
振り返り、どこまで深く支援と実習を重ねるこ
とができるかを見ていきたい。
今回は試行として、行ったが、成果はあった
と思えるので今後も続けていき、今回は割愛し
た保育者のコミュニケーションから学ぶこと、
及び、記録についても今後の課題としたい。
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